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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

　　連結経営指標等
 

回次
第35期

第３四半期
連結累計期間

第36期
第３四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

営業収益 (百万円) 729,990 974,845 1,031,103

経常利益又は経常損失（△） (百万円) △82,631 59,833 △121,047

親会社株主に帰属する四半期
純利益又は親会社株主に帰属
する四半期(当期)純損失（△）

(百万円) △54,021 87,372 △113,198

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △54,350 92,404 △112,226

純資産額 (百万円) 1,132,098 1,140,845 1,074,211

総資産額 (百万円) 3,724,954 3,713,919 3,702,421

１株当たり四半期純利益又は１株
当たり四半期(当期)純損失（△）

(円) △255.63 358.50 △516.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 27.6 27.8 26.2

 

回次
第35期

第３四半期
連結会計期間

第36期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年10月１日
至　2021年12月31日

自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 59.92 93.79

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期(当期)純損失については、表示単位未満の端数を四捨五入し

て表示しております。

３　第35期第３四半期連結累計期間及び第35期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１

株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。第36期第３四半期連

結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】
　当第３四半期連結累計期間において、事業の内容に重要な変更はありません。

　なお、主要な関係会社については、2022年７月１日に、不動産セグメントの㈱京都駅観光デパートが

同セグメントの京都ステーションセンター㈱と合併して消滅しております。また、2022年７月１日に京

都ステーションセンター㈱はJR西日本京都SC開発㈱に社名を変更しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】
　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
(1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間においては、新型コロナウイルス感染症の影響の縮小に伴うお客様のご

利用や個人消費の回復等により、営業収益は前年同期比33.5％増の9,748億円、営業利益は699億円、

経常利益は598億円となり、加えて、４月に認定された事業適応計画に基づく税制特例により繰越欠

損金に係る繰延税金資産の未計上額435億円を計上したことに伴い、法人税等を控除した親会社株主

に帰属する四半期純利益は873億円となりました。

新型コロナウイルス感染症の影響については、見通しが不透明な部分もありますが、今後も、お客

様に安全に、安心してご利用いただくための取り組みをグループ全体で推進するとともに、全国旅行

支援や水際対策緩和等の機会を捉え、観光需要の喚起、ご利用の促進を図っていきます。

また、安全の確保を前提に、コスト節減等の構造改革と財務基盤の立て直しに引き続き取り組んで

いきます。

これをセグメント別に示すと次のとおりとなります。
 

①　運輸業

当社グループは、2005年４月25日に福知山線列車事故を発生させたことを踏まえ、引き続き被害

に遭われた方々への真摯な対応、安全性向上への弛まぬ努力を積み重ねるとともに、このような重

大な事故を二度と発生させないとの決意のもと、最終年度となる「JR 西日本グループ鉄道安全考

動計画2022」に基づき、ハード、ソフト両面から安全性向上の取り組みや安全マネジメントの仕組

みづくりを進めています。

また、各エリアの状況に応じた需要回復策、行動様式やお客様の意識の変化を捉えた新たな施策

の展開に取り組んでいきます。

運輸業セグメントでは、鉄道需要の回復によりご利用が増加したことから、営業収益は前年同期

比35.8％増の5,520億円、営業利益は310億円となりました。
 

②　流通業

流通業セグメントでは、コンビニエンスストアや百貨店等の売上が増加したこと、全国旅行支援

による旅行需要の押し上げ効果等により、流通業セグメントに区分される宿泊特化型ホテル「ヴィ

アイン」や土産店において売上が増加したこと等により、営業収益は前年同期比33.9％増の1,240

億円、営業利益は34億円となりました。
 

③　不動産業

不動産業セグメントでは、ショッピングセンター運営業において、３月に開業した富山駅南西街

区の商業施設「MAROOT」等の売上が好調であったこと、不動産販売・賃貸業において、投資家向け

販売が増加したこと等により、営業収益は前年同期比11.9％増の1,116億円、営業利益は同14.5％

増の275億円となりました。
 

④　その他

その他セグメントでは、全国旅行支援による旅行需要の押し上げ効果等により、ホテル業におい

て売上が増加したこと、旅行業において、国内旅行収入やワクチン接種関連事業受託等の付帯事業

収入が増加したこと等により、営業収益は前年同期比42.8％増の1,870億円、営業利益は51億円と

なりました。
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　運輸業のうち、当社の鉄道事業の営業成績は以下のとおりであります。

　　ア．輸送実績

区分 単位
第36期第３四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

 

前年同期比

営業日数 日 275 －  

キロ程

新幹線 キロ 812.6 812.6  

在来線 キロ
（ 28.0 ）

4,090.5

（ 28.0 ）

4,090.5
 

計 キロ
（ 28.0 ）

4,903.1

（ 28.0 ）

4,903.1
 

輸送人員

定期 千人 799,667 103.0 ％

定期外 千人 439,842 127.8  

計 千人 1,239,509 110.6  

輸

送

人

キ

ロ

新幹線

定期 千人キロ 658,198 105.6  

定期外 千人キロ 11,185,630 168.0  

計 千人キロ 11,843,828 162.7  

在

来

線

近

畿

圏

定期 千人キロ 12,461,860 104.0  

定期外 千人キロ 6,207,200 132.8  

計 千人キロ 18,669,061 112.1  

そ

の

他

定期 千人キロ 2,732,325 101.7  

定期外 千人キロ 2,391,466 145.1  

計 千人キロ 5,123,792 118.2  

計

定期 千人キロ 15,194,186 103.6  

定期外 千人キロ 8,598,667 136.0  

計 千人キロ 23,792,853 113.3  

合計

定期 千人キロ 15,852,385 103.7  

定期外 千人キロ 19,784,297 152.4  

計 千人キロ 35,636,682 126.0  

（注）１　キロ程欄の上段括弧書は、外数で第三種鉄道事業のキロ程であり、それ以外は第一種鉄道事業及び第二

種鉄道事業のキロ程であります。また、前年同期比は、前年第３四半期末の数値を記載しております。

２　輸送人キロ欄の近畿圏は、京都府（南部）、大阪府（一部を除く）、兵庫県（南部）、滋賀県、奈良県

（一部を除く）及び三重県（一部）について記載しております。
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　　イ．収入実績

区分 単位
第36期第３四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

 

前年同期比

旅

客

運

輸

収

入

旅

客

収

入

新幹線

定期 百万円 8,462 105.2 ％

定期外 百万円 247,848 165.2  

計 百万円 256,311 162.1  

在

来

線

近

畿

圏

定期 百万円 77,208 104.0  

定期外 百万円 113,356 135.2  

計 百万円 190,565 120.6  

そ

の

他

定期 百万円 16,654 102.1  

定期外 百万円 46,799 143.3  

計 百万円 63,453 129.6  

計

定期 百万円 93,863 103.7  

定期外 百万円 160,155 137.5  

計 百万円 254,019 122.7  

合計

定期 百万円 102,325 103.8  

定期外 百万円 408,004 153.1  

計 百万円 510,330 139.8  

荷物収入 百万円 1 86.8  

合計 百万円 510,332 139.8  

鉄道線路使用料収入 百万円 3,382 94.1  

運輸雑収 百万円 47,499 112.2  

収入合計 百万円 561,213 136.5  

（注）　旅客収入欄の近畿圏は、京都府（南部）、大阪府（一部を除く）、兵庫県（南部）、滋賀県、奈良県（一

部を除く）及び三重県（一部）について記載しております。

 

(2）資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産額は３兆7,139億円となり、前連結会計年度末と比較し114億

円増加しました。これは主に、棚卸資産の増加によるものです。

負債総額は２兆5,730億円となり、前連結会計年度末と比較し551億円減少しました。これは主に、

借入金の減少によるものです。

純資産総額は１兆1,408億円となり、前連結会計年度末と比較し666億円増加しました。これは主

に、利益剰余金の増加によるものです。

EDINET提出書類

西日本旅客鉄道株式会社(E04148)

四半期報告書

 5/21



 

(3）経営方針、事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の経営方針、事業上及び財務上の対処すべき課題

について重要な変更はありません。
 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は31億円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の状況に、重要な変更はありません。
 

(5）主要な設備

①　新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四半期連結累計期間に著しい変動が

　あったものは、次のとおりであります。

　　当第３四半期連結累計期間において完成した重要な設備の新設

工事件名 セグメントの名称 総工事費 完成年月

車両新造工事 運輸業

百万円  

3,567 2022年５月

10,717 2022年８月

12,553 2022年12月

 

②　前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、当第３四半期連

結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間に新たに確定した重要な設備の新設の計画

工事件名 セグメントの名称 予算総額 工事着手年月 完成予定年月

  百万円   

車両新造工事 運輸業 21,262 2022年５月 2024年度

 

３ 【経営上の重要な契約等】
当第３四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約の締結、重要な変更及び解約等は

ありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】
(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数

普通株式 800,000,000
株

計 800,000,000  

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間

末現在発行数
（2022年12月31日）

提出日現在発行数
（2023年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

 株 株   

普通株式 244,001,600 244,001,600 東京証券取引所プライム市場
単元株式数は100株であ

ります。

計 244,001,600 244,001,600 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

発行済株式
総数残高

資本金増減額 資本金残高
資本準備金
増減額

資本準備金
残高

2022年10月１日～

　2022年12月31日

株

－

株

244,001,600

百万円

－

百万円

226,136

百万円

－

百万円

181,136

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき

　ないため、記載することができないことから、直前の基準日（2022年９月30日）に基づく株主名簿

　による記載をしております。
 

① 【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
－

－
普通株式 186,500

(相互保有株式)
－

普通株式 410,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 243,288,500 2,432,885 －

単元未満株式 普通株式 116,600 － －

発行済株式総数  244,001,600 － －

総株主の議決権  － 2,432,885 －

（注）　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式9,400株(議決権94個)が含まれ

ております。

 

② 【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

西日本旅客鉄道株式会社
大阪市北区芝田二丁目４番24号 186,500 － 186,500 0.08

（相互保有株式）

アジア航測株式会社

東京都新宿区西新宿六丁目14番
１号　新宿グリーンタワービル

10,000 － 10,000 0.00

広成建設株式会社 広島市東区上大須賀町１番１号 400,000 － 400,000 0.16

計 － 596,500 － 596,500 0.24

 

２ 【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。
 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10

月１日から2022年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受け

ております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 319,843 294,678

受取手形及び売掛金 42,579 43,070

未収運賃 30,906 34,902

未収金 90,441 65,609

有価証券 79 34

棚卸資産 145,884 191,681

その他 88,902 74,621

貸倒引当金 △588 △540

流動資産合計 718,048 704,059

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,234,911 1,217,875

機械装置及び運搬具（純額） 385,046 388,087

土地 782,009 778,562

建設仮勘定 150,783 158,031

その他（純額） 57,029 49,869

有形固定資産合計 2,609,781 2,592,426

無形固定資産 31,268 35,760

投資その他の資産   

投資有価証券 97,520 101,685

退職給付に係る資産 3,134 3,537

繰延税金資産 197,964 232,181

その他 48,499 49,179

貸倒引当金 △4,936 △5,697

投資その他の資産合計 342,181 380,886

固定資産合計 2,983,232 3,009,073

繰延資産   

株式交付費 1,140 786

繰延資産合計 1,140 786

資産合計 3,702,421 3,713,919
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 57,134 50,328

短期借入金 14,229 15,370

１年内償還予定の社債 25,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 71,572 56,572

鉄道施設購入未払金 1,167 1,205

未払金 105,944 75,444

未払消費税等 8,371 21,239

未払法人税等 9,535 6,303

前受運賃 30,404 35,089

前受金 62,336 99,426

賞与引当金 23,480 13,274

災害損失引当金 1,205 1,130

ポイント引当金 654 653

その他 164,860 161,193

流動負債合計 575,898 637,232

固定負債   

社債 949,990 869,991

長期借入金 578,435 558,398

鉄道施設購入長期未払金 98,681 98,069

繰延税金負債 1,145 2,014

新幹線鉄道大規模改修引当金 25,000 28,125

環境安全対策引当金 5,880 3,875

線区整理損失引当金 16,627 16,023

退職給付に係る負債 238,077 221,263

その他 138,471 138,080

固定負債合計 2,052,311 1,935,842

負債合計 2,628,209 2,573,074

純資産の部   

株主資本   

資本金 226,136 226,136

資本剰余金 183,812 183,751

利益剰余金 561,874 624,953

自己株式 △482 △1,378

株主資本合計 971,341 1,033,463

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,270 734

繰延ヘッジ損益 － 5

退職給付に係る調整累計額 △1,131 △1,222

その他の包括利益累計額合計 △2,402 △483

非支配株主持分 105,272 107,865

純資産合計 1,074,211 1,140,845

負債純資産合計 3,702,421 3,713,919
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

営業収益 729,990 974,845

営業費   

運輸業等営業費及び売上原価 690,618 776,700

販売費及び一般管理費 118,836 128,149

営業費合計 809,455 904,850

営業利益又は営業損失（△） △79,464 69,995

営業外収益   

受取利息 14 28

受取配当金 2,217 981

受託工事事務費戻入 229 132

持分法による投資利益 997 1,150

雇用調整助成金 8,840 1,837

その他 3,767 3,129

営業外収益合計 16,066 7,260

営業外費用   

支払利息 16,096 15,722

その他 3,135 1,700

営業外費用合計 19,232 17,422

経常利益又は経常損失（△） △82,631 59,833

特別利益   

固定資産売却益 23,049 6,148

工事負担金等受入額 6,465 7,439

収用補償金 191 456

その他 3,279 757

特別利益合計 32,986 14,801

特別損失   

工事負担金等圧縮額 5,945 6,899

収用等圧縮損 191 455

新型コロナ関連損失 1,804 －

その他 2,530 2,917

特別損失合計 10,471 10,272

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
△60,116 64,361

法人税、住民税及び事業税 5,377 8,142

法人税等調整額 △12,833 △34,196

法人税等合計 △7,456 △26,054

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52,660 90,416

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,361 3,043

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△54,021 87,372
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52,660 90,416

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,242 2,202

繰延ヘッジ損益 △0 6

退職給付に係る調整額 △353 △100

持分法適用会社に対する持分相当額 △93 △120

その他の包括利益合計 △1,690 1,987

四半期包括利益 △54,350 92,404

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △55,794 89,291

非支配株主に係る四半期包括利益 1,444 3,113
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【注記事項】

（連結の範囲の重要な変更）

2022年７月１日に、㈱京都駅観光デパートは京都ステーションセンター㈱と合併して消滅しており

ます。また、2022年７月１日に京都ステーションセンター㈱はJR西日本京都SC開発㈱に社名を変更し

ております。

この結果、連結子会社数は60社であります。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。

以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価

算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定

める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。

　これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　当四半期連結会計期間の繰延税金資産の回収可能性の判断等の会計上の見積りにおいては、基幹

事業である鉄道事業のご利用状況が2022年度内に漸次回復すると仮定しているほか、当社グループ

各社の業績も概ね同様に回復すると仮定しております。しかしながら、実際の消費動向等について

は不確定要素が多く、当連結会計年度以降の業績に影響を及ぼす可能性があります。

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

 　連結会社以外の会社等に対する保証債務は、次のとおりであります。

（単位：百万円）
 

被保証者
前連結会計年度

（2022年３月31日）

当第３四半期
連結会計期間

（2022年12月31日）
被保証債務の内容

関西高速鉄道㈱ 52,405 52,405
金融機関からの借入金

に対する債務保証

大阪外環状鉄道㈱ 13,905 13,418
金融機関からの借入金

に対する保証予約

三井物産㈱ 869 833
ブラジル都市旅客鉄道

事業に対する保証

非連結子会社 511 439
JR券委託販売等に対する

保証

提携住宅ローン利用顧客 6,652 2,638
提携住宅ローンに対する

保証

その他 6 4  

計 74,349 69,738  

 

２　今後、福知山線列車事故に伴う補償などの支出が見込まれますが、これらについては、現時点

では金額等を合理的に見積もることは困難であります。
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）

は、次のとおりであります。
（単位：百万円）

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

減価償却費 118,757 118,005

（注）のれんの償却額については、金額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年12月31日）

１．配当に関する事項

(1）配当金支払額
 

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月23日

定時株主総会
普通株式

百万円

9,566

円

50
2021年３月31日 2021年６月24日 利益剰余金

2021年11月２日

取締役会
普通株式

百万円

12,200

円

50
2021年９月30日 2021年12月２日 利益剰余金

 

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連

結会計期間末後となるもの

　　該当事項はありません。
 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2021年９月17日を払込期日とする公募による新株式発行並びに2021年９月29日を払込期

日とする第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）を実

施しました。この結果、資本金が126,136百万円、資本準備金が126,136百万円増加し、当第３四半

期連結会計期間末において、資本金が226,136百万円、資本剰余金が183,591百万円となっておりま

す。
 

当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年12月31日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額
 

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月23日

定時株主総会
普通株式

百万円

12,200

円

50
2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金

2022年11月１日

取締役会
普通株式

百万円

12,190

円

50
2022年９月30日 2022年12月２日 利益剰余金

 

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連

結会計期間末後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
      （単位：百万円）

 運輸業 流通業 不動産業
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注3）

売上高        

外部顧客への売上高 406,536 92,652 99,801 131,000 729,990 － 729,990

セグメント間の
内部売上高又は振替高

12,135 3,577 15,243 142,097 173,054 △173,054 －

計 418,672 96,230 115,045 273,097 903,044 △173,054 729,990

セグメント利益又は
損失（△）

△93,707 △6,594 24,068 △5,593 △81,825 2,361 △79,464

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル業、旅行業及び建設事業等

を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額2,361百万円は、セグメント間取引消去です。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
      （単位：百万円）

 運輸業 流通業 不動産業
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注3）

売上高        

外部顧客への売上高 552,067 124,087 111,653 187,036 974,845 － 974,845

セグメント間の
内部売上高又は振替高

18,811 3,632 16,271 140,945 179,660 △179,660 －

計 570,878 127,720 127,925 327,981 1,154,505 △179,660 974,845

セグメント利益 31,072 3,459 27,564 5,179 67,275 2,719 69,995

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル業、旅行業及び建設事業等

を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額2,719百万円は、セグメント間取引消去です。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

    （単位：百万円）

 

運輸業

流通業 不動産業
その他

（注１）
合計旅客運送

その他
定期 定期外

顧客との契約から

生じる収益
98,802 270,954 34,579 88,798 37,019 128,433 658,588

その他の源泉から

生じる収益(注２)
－ 79 2,120 3,853 62,781 2,566 71,401

外部顧客への売上高 98,802 271,033 36,700 92,652 99,801 131,000 729,990

(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル業、旅行業及び建設事業等を

含んでおります。

２　「その他の源泉から生じる収益」は収益認識会計基準の適用対象外の収益であり、不動産賃貸収入及びリース

収入等を含んでおります。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

    （単位：百万円）

 

運輸業

流通業 不動産業
その他

（注１）
合計旅客運送

その他
定期 定期外

顧客との契約から

生じる収益
102,585 413,366 32,707 117,979 42,964 182,528 892,131

その他の源泉から

生じる収益(注２)
－ － 3,408 6,108 68,689 4,507 82,713

外部顧客への売上高 102,585 413,366 36,115 124,087 111,653 187,036 974,845

(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル業、旅行業及び建設事業等を

含んでおります。

２　「その他の源泉から生じる収益」は収益認識会計基準の適用対象外の収益であり、不動産賃貸収入及びリース

収入等を含んでおります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。
 

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
 △255円63銭 358円50銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
（百万円） △54,021 87,372

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

（百万円） △54,021 87,372

普通株式の期中平均株式数 （千株） 211,325 243,715

（注）　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式がないため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【その他】
　第36期(2022年４月１日から2023年３月31日まで)中間配当については、2022年11月１日開催の取締

役会において、2022年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行

うことを決議し、配当を行っております。

① 配当金の総額 12,190,751,100円

② １株当たりの金額 50円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2022年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

2023年２月９日

西日本旅客鉄道株式会社

取　 締　 役　 会　　御　中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　　要

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　芳宏

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仲　　昌彦

 

監査人の結論

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西日本旅客鉄道

株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西日本旅客鉄道株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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